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＜連絡事項＞

· 7月13日（月）17：30～18：30メンタルケア3階会議室にて、入職5年以下の看護・介護スタッフを対象に「看護過程」のグループ内研修予定されている。
· 輸液セットが、従来の「1ml≒19滴」から「1ml≒20滴」に完全に変更となります(在庫がなくなります)。滴数の計算などの際は、注意しましょう。
· ベットコントロールについて、週末入院や転入があれば53名になる時点の対応として、出河和則様（西A）、島脇　てる様（南）への対応とする。7月13日（月）2名の入院予定あり。サマリー等転出の準備を進めていく。
＜患者様連絡事項＞

· 浅水　洋様～歯痛・頭痛の為、頓服薬)ロキソニン 1T服用されていたが状態続いている為、

本日15回分処方となっている。
· 蛯名　豊美様～洗濯は業者洗濯となる。業者洗濯の手続きが必要となるので、御家族が面会

に来られた際、医事で手続きを行って頂く事。

＜新入院患者様ケース検討＞

・　畑中　成夫様～患部安静の為、左手首・胴部拘束し循環障害なし。介入時の突発的な行動は見られずベット上安静臥床保つ事できている。呂律不良見られるが疎通は良好。上記の状態からオムツ使用しており、本人排便時どうすればよいかと不安を訴えている。日赤入院中の最終排便は7月6日グリセリン浣腸施行し、軟便中等量多量に排泄されている。歩行時ふらつきも見られる為、トイレ誘導を行う際には2名以上で対応する。食事摂取状況及び腹部状態も合わせて確認していく。患部の痺れ等、右上肢の状態と共に突発的な行動の有無等踏まえ、精神症状の観察していく。術後フォローとして一週間後(7月17日)室岡整形外科受診予定。

＜隔離室使用患者様ケース検討＞

· 澤口　直美様～介入時の足蹴りや支離滅裂な発言は続き身体拘束継続して行っている。循環

障害は見られない。主治医よりECT検討中であり、家族面談を7月13日（月）14時から行う予定としている。実施の方向性が決まりしだい、安全面も考慮し各自マニュアルを確認していくと共に、必要物品の点検も進めていく。
· 田名部浩平様～終日隔離中。開放観察行っているが、入浴や昼食摂取時以外は自室にて過ご

されている。自らは話し掛けもなく、症状の確認等、スタッフ側より話し掛けても「はい・いいえ」と会話続かない事が多い。母様定期的に面会に来られている事から、面会場面等を通じて介入場面を増やしていく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・丹内　栄子様～スタッフオフィスへ来られ洗面道具や衣類等、私物要求頻回に見られる。手洗

い場面多く、洗面所利用や自室の布団をたたんでいることで、松橋様と口論となる場面見られている。巡回を密にしトラブルとならないよう上記行動が見られる際には、何か別な物へ意識を向けるような対応をとる。昨日就床前薬拒まれる場面見られたが、本日は拒否なく服用できている。拒否が見られた際は内服の必要性の説明や、時間を置く等対応し服用を促していく。

・松橋　清子様～以前よりスタッフへの拒絶はゆるんできた様子が見られ、自らの発語も多く聞かれている。本人からの訴えは聞かれないが流涎見られており、副作用及び排便状況の観察を行っていく。丹内様と自室での口論場面も見られ、トラブル防止の為巡回を密に行う。

・蛯名　豊美様～女性患者様への性的逸脱行為あり、昨日東Cユニットへ転入となっている。以前、西病棟にて若松　澄子様との交流も見られていた。最近は見られないが、佐々木　悦子様も性的逸脱行為があり、夜間等所在確認を徹底していく。多飲傾向あり、体重測定を朝・夕行っていく事とする。

